
TACTiCS 財務 25 バージョンアップ、データ移行マニュアル 

【クライアント／サーバー編】（第二版） 
 

【クライアント／サーバーとは】 

TACTiCS 財務 24 のログイン画面で、「クライアント（C/S）」を選択している場合の、マニュアルです。 

 
 

 

＜作業の流れ＞ 

・事前準備 

Ⅰインストール 

Ⅱインストール完了後の処理 

Ⅲデータ移行 

Ⅳタイマバックアップ設定 

※顧問先で TACTiCS 財務を使用している場合、事務所が TACTiCS 財務 25 にバージョンアップをしたら、顧問先

も TACTiCS 財務 25 にバージョンアップをして下さい。 

  



・事前準備（サーバ機のみ） 

サーバ機で、TACTiCS 財務 25 用のサーバープログラムの設定（FireBird3.0 のインストール）とセキュリティの設定

をして下さい。 

 

●FireBird3.0 のインストール 

１．インターネットの検索から、「TACTiCS 財務ダウンロード」というキーワードで検索し、「TACTiCS ダウンロード:全

国税理士データ通信協同組合連合会」のページを表示して下さい。 

・ダウンロードサイトの URL 

https://www.zenkoku-data.net/product/tactics13.html 

 

２．【サーバープログラムダウンロードはこちら】をクリックし、画面右上に表示される tz_server.exe の【ファイルを開く】

をクリックして下さい。 

 
３．【データベースインストール】をクリックして下さい。 

 
  



４．「次へ」をクリックして下さい。 

 
５．使用許諾契約書を確認し、［同意します］にチェックして「次へ」をクリックして下さい。 

 
６．「次へ」をクリックして下さい。 

 
７．「インストール」をクリックして下さい。 

 
  



８．そのまま「完了」をクリックして下さい。 

 
９．最初のメニューに戻ります。「TACTiCS 財務サーバー設定」をクリックして下さい。 

 
１０．「ドライブ設定」画面が開きます。データを管理するドライブを指定して「ＯＫ」をクリックして下さい。 

 
１１．「情報」画面が開きます。「ＯＫ」をクリックして下さい。 

 
１２．「終了」をクリックして下さい。 

 

データ通信からサーバ機を購入してい

る場合、「D」を選択して下さい。 



●セキュリティの設定 

クラウドデスクトップを使用している場合、こちらの作業（セキュリティ設定）は不要です。 

１．サーバー機に管理者権限でログインし、【スタート】→【コントーロールパネル】→【システムとセキュリティ】→

【Windows ファイアウォール】の順にクリックして下さい。 

 

２．「詳細設定」をクリックして下さい。 

 
 

３．画面左の「受信の規則」をクリックし、次に画面右の「新しい規則」をクリックして下さい。 

 
 

  



４．「プログラム」にチェックして「次へ」をクリックして下さい。 

 
 

５．「参照」をクリックして下さい。 

 
 

６． C:\Program Files (x86)\Firebird\Firebird_3_0_jp の firebird.exe を選択して「開く」をクリックし

て下さい。 

 
 



７．「次へ」をクリックして下さい。 

 
 

８．「接続を許可する」にチェックして「次へ」をクリックして下さい。 

 
 

９．「ドメイン」「プライベート」「パブリック」にチェックして「次へ」をクリックして下さい。 

 
 



１０．「名前」の欄に「TACTiCS 財務」など、適宜の名称を設定して「完了」をクリックして下さい。 

  



Ⅰインストール（クライアント機） 

本作業の前に、必ずバックアップを行って下さい。 

バージョンアップ方法は、TACTiCS 財務 24 以前と同様です。子機の１台目のバージョンアップ作業を行って下さい。 

１．TACTiCS 財務 24 を起動して、データを開き、メニュー画面の【情報ページ】⇒【バージョンアップ】より、最新バー

ジョンにアップグレードして下さい。 

 
２．ウィザードに従い、インストールして下さい。 

 

Ⅱインストール完了後の処理 

１．バージョンアップ後に TACTiCS 財務 25 のログイン画面が表示されます。 

【サーバ設定】をクリックして下さい。 

 
 

２．「データサーバーの設定」画面が表示されます。 

「コンピュータ名」「データの場所」を設定して、【OK】をクリックして下さい。 

 
  

データ通信からサーバ機を購入してい

る場合、「D」を選択して下さい。 

※Ver16.0.5 になっていない場合、財務 24ver16.0.5 へのバージョンアップをはじめに行っ

て下さい。 

財務 24ver16.0.5 へのバージョンアップ方法がわからない場合は、お問い合わせ下さい。 



３．「データ選択」画面に戻ります。 

「コード」と「パスワード」に「9999」と入力して、【OK】をクリックして下さい。 

初回は必ず、コード「9999」、パスワード「9999」を入力して、ログインをして下さい。 

 
４．「システムデータの移行」画面が表示されます。【開始】をクリックして下さい。 

 
５．【はい】をクリックして下さい。 

 
６．「データ選択」画面が表示されます。データは何も表示されません。 

データ移行作業を行って下さい。 

 
以上で 1 台目の子機のバージョンアップは終了です。 

2 台目以降の子機のバージョンアップを行って下さい。  

初回は必ずコード、パスワードに「9999」を入力 



Ⅲデータ移行 

データ移行は 1 データごとに行います。（複数のデータをまとめてデータ移行することはできません。） 

１．空白行を選択して【データ移行】をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 
 

２．「ログイン画面」が表示されたら、コードとパスワードを入力して【OK】をクリックして下さい。 

 
 

  

財務 25 用のフォルダを増やす場合、
ここから増やすことができます。 

【重要】 
【データ移行】を行う直前に【更新】ボタンをクリックして下さい。 



３．TACTiCS 財務 24 のデータ選択画面が表示されます。 

移行するデータを選択して、【F12:選択】をクリックして下さい。 

 
 

４．【開始】ボタンをクリックして下さい。 

 
 

５．【はい】をクリックして下さい。 

データ移行が始まります。 

 

※TACTiCS 財務 24（ver16.0.5 のデータのみ表示されます） 
移行したいデータが表示されない場合は、TACTiCS 財務 24（ver16.0.5）
で該当のデータを開いてからデータ移行をして下さい。 



６．データ移行が完了すると「情報」画面が表示されます。 

【はい】をクリックして下さい。 

 
 

７．「データ選択」画面に戻ります。 

 
※続けでデータ移行を行う場合、1～7 の作業を繰り返して下さい。 

 

●データ移行後の TACTiCS 財務 24 のデータ選択画面 

 
  

（留意点） 
※移行したデータは、データ名の頭に「●」が付きます。 
※「●」がついているデータは、データ移行しないで下さい。 
※「●」がついているデータに仕訳入力しても、財務 25 のデータには反映しません。

「●」がついているデータには入力しないで下さい。 

データが移行されています。 



＜移行に関する留意事項＞ 

(１) 移行対象のデータは、TACTiCS 財務 24（Ver.16.0.5）で利用しているデータに限ります。 

この Ver.16.0.5 は、TACTiCS 財務 24 の最新バージョンです。必ず最新バージョンにアップデートし、移行した

いデータを当該バージョンで開いておいて下さい。 

(２) 過去分の財務データは、データ移行せず TACTiCS 財務２４のままご利用下さい。前期比較・3 期比較の分

析表については、1 事業年度の移行だけで作成は可能です。 

(３) お手数をお掛け致しますが、システムの都合によりデータ移行作業は、1 データずつ行って下さい。 

(４)事務所独自の勘定科目コード体系をシステムに登録している場合は、TACTiCS 財務 24 から TACTiCS 財務

25 へ「コード体系登録」※を別途行う必要があります。 

※ 勘定科目コード体系を事務所独自で構築し、それをひな型登録できる機能を使用していることを指します。 

(５) この移行作業については、急ぐ必要はありません。令和７年度内に終了するイメージで行っていただければ幸いで

す。（利用できる機能については、TACTiCS 財務２４と TACTiCS 財務 25 で大きく変わりません。） 

(６) 顧問先にも導入してご利用いただいている場合は、顧問先に対し、バージョンアップのタイミングを事務所の都合

に合わせるようご説明下さいますようお願い申し上げます。 

 

  



Ⅳタイマバックアップ設定（サーバ機で行って下さい。） 

TACTiCS 財務 24 以前と TACTiCS 財務 25 のバックアップは別のツールで行います。 

TACTiCS 財務 25 のバックアップをする場合、TACTiCS 財務 25 用のバックアップ設定が必要になります。 

 

●一括保存・復元の設定 

１．【達人 Cube】⇒【TACTiCS 財務ツール】⇒【一括保存・復元】をクリックして下さい。 

２．コードとパスワードを入力して【OK】をクリックして下さい。 

 
３．以下を参照してバックアップの設定を行い、【常駐（アイコン化）】をクリックして下さい。 

 

 
⇒設定した時間にバックアップが始まります。 

※この画面を閉じるときは、必ず【常駐（アイコン化）】をクリックして下さい。 

※「×」や「終了」で閉じると、タイマバックアップが実行されません。 

 

４．「タスクスケジューラの設定」を行って下さい。（設定方法は次ページ参照） 

 

●25 版以降は一括保存・復元のアイコンが変わりました。 

一括保存・復元（24 版以前） 一括保存・復元（25 版以降） 

  

③「保存開始時刻」を設定してから、【タイマ

ーをセットする】にチェックを入れて下さい。 

④【起動時にタスクバーに常駐（アイコン

化）する】にチェックを入れて下さい。 

⑤【常駐（アイコン化）】をクリックして下さい。 

②バックアップするフォルダにチェックをつけて

下さい。 

TACTiCS 財務 25 用の「一括保存・復元

（Ver1.6.1）」が起動します。 

①保存先を設定して下さい。 

財務 24 と同じ保存先にすることができます。 

バックアップの履歴が確認できます。 



●タスクスケジューラの設定 

１．【スタート】⇒【コントロールパネル】⇒【管理ツール】⇒【タスクスケジューラ】の順にクリックして下さい。 

 

２．「タスクスケジューラ」画面が表示されます。 

【タスクスケジューラライブラリ】をクリックし、【TAllBackup2】をダブルクリックして下さい。 

 
 

３．「TAllBackup2 のプロパティ」画面が表示されます。 

【設定】タブをクリックし、以下の設定をして【OK】をクリックして下さい。 

 
 

  

「タスクを停止するまでの時間」

のチェックを外して下さい。 



 

※クラウドデスクトップを使用している事務所は以下の設定も行って下さい。 

●遅延起動の設定 

１．【トリガー】タブをクリックし、【編集】をクリックして下さい。 

 
 

２．「遅延時間を指定する」にチェックを付けて、「1 分間」を選択し、【ＯＫ】をクリックして下さい。 

 
 

 


